
 

 

 

主催：国立山口徳地青少年自然の家 

共催：国立三瓶青少年交流の家・国立江田島青少年交流の家 

       国立吉備青少年自然の家 

 

 

 

 

地域で活躍する NPO 団体、 子ども会、青少年教育施設、公務員、教員、大学生など総勢 110 名が

参加しました。 

白井智子氏による特別講演                          全体会・パネルディスカッション 

“公と民の力を合わせた新しい                        国立淡路青少年交流の家 

学び（体験活動）の場づくりを“                         所長 田中裕幸氏 

キーノートレクチャー                               NPO 法人体験型科学教育研究所 

“青少年教育と体験活動”                            専務理事 古川和氏  

“体験学習法のすすめ方”                           文部科学省スポーツ・青少年局 

                                                青少年教育官 藤原一成氏 他 6 名 

                     ワークショップ 

                     ①学校における体験活動 

                     ②地域に根ざした体験活動 

                     ③課題を抱える青少年に対する 

                       体験活動 

                     ④「答えを教えない教育」を 

                       体験する 

最後は、“新しい学び（体験活動）の場づくり”を進めるために、参加者・パネラー 全員で 

考えや意見を交わし、ヒントやきっかけを、それぞれのフィールドに持ち帰りました。 

今がスタートライン！気合いを込めて、多くの仲間と頑張るぞ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加者からは、①ネットワーク型事業の継続 ②専門的な指導者研修会の企画実施を望む声が、 

 多く寄せられました！ 


